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第 5 節 まとめ 
上述の第 1 から第 4 節の総まとめとして以下の通り結論付けることができる。まず初めに、本研究



































限定され、また、対象者である保育現場で働くニューカマー出身の外国籍保育士が 2 名、対象園が 2
園であるという量的な課題があげられる。そのため、今後は国内における他の多文化コミュニティに
おいて調査を行うとともに、欧米を中心とした諸外国の多文化共生保育についても比較検討を行い、
本研究で示した結果の一層の普遍化を追求していきたい。 
また、言語習得の臨界期である保育園在園中の外国籍児に対する母語支援が、その後の外国籍児の
成長・発達にどのような影響を与えるのかを考察するため、外国籍児の追跡調査を行うことにより、
その成果を検証する試みが必要であると考えられる。 
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